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～全州青年会議所公式訪問団受け入れを終えて～

　本年度、全州青年会議所との姉

妹締結48年目を迎え、7月12日

（土）から14日（月）にかけて、李敬

鏞会長をはじめとする全州青年

会議所公式訪問団10名（現役メン

バー9名、家族1名）が来訪されま

した。

　初日の歓迎レセプションでは、

大友隆ＯＢ会長をはじめとする9

名の特別会員の皆様にもご参加いただき、全州青年

会議所公式訪問団を盛大に歓迎することができまし

た。

　2日目の午前中には公式会議を開催し、姉妹締結50

周年に向けた方向性を協議することで、お互いの意

識を共有し、次年度へつなげることができました。ま

た、合意書、覚書の内容を参加者全員で確認し、調印

式も無事終えることができました。その後の交流事

業 ジオカヌー 協働～心をひとつに～では、お互い

同じ目的地に向かい、お互いの心をひとつにするこ

とで、言葉の壁を越えた多くの友情が生まれたと思

います。そして、夕食会、パート別2次会では、多くの

時間を共有し、お互いを理解し合うことで、更に友情

を深めることができました。

　3日目の市長表敬訪問では、全州市長からの親書を

お渡しいただくと共に、中貝市長と対話を行い、豊岡

市をより身近なものとして感じていただくことがで

きたのではないかと思います。

　最後になりますが、ご参加並びにご協力いただき

ました、大友隆ＯＢ会長をはじめとする先輩諸兄の

皆様、現役メンバーの皆様に感謝申し上げます。有難

うございました。

7 月第 1 例会・臨時総会

近畿地区大会　白浜田辺大会 サマーコンファレンス（横浜）

全州青年会議所公式訪問団受け入れ

国際関係委員長
小林　千晶
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全州青年会議所公式訪問団受け入れ
7月12日（土）～14日（月） 国際関係委員会

於:西村屋ホテル招月庭 他

（国際関係委員会副委員長　手塚　将之）

　交流事業では、竹野海岸にてジオカヌーを行った。午前中に降っていた雨も止み、豊岡の自然を満喫して頂

くと共に、笑顔が溢れる楽しい一時を過ごし、更なる友情を深めることができた。この全州青年会議所公式訪

問団受け入れを通し、48年という長きに渡り培われてきた友情の深さ、歴史の偉大さを改めて感じた。最後に、

至らぬ点も多々あったかと思いますが、皆様のご協力により3日間の交流を無事に終えることができたことに

感謝いたします。

歓迎レセプション

公式会議

市長表敬訪問

交流事業 ジオカヌー 協働～心をひとつに～

全州青年会議所公式訪問団受け入れの様子全州青年会議所公式訪問団受け入れの様子
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近畿地区大会白浜田辺大会
7月5日（土）～6日（日）

於:紀南文化会館大ホール 他

　白浜田辺の地で本年度近畿地区大会白浜田辺大会が『みんな

でいこら！つれもて結ぼう！絆の「わ」』の大会スローガンのも

とに開催され、当ＬＯＭからは16名もの多くのメンバーで参加

して参りました。

　本年度の近畿地区大会は7月5日（土）～6日（日）の2日間のス

ケジュールで開催されました。当ＬＯＭからは小林博文君がグ

ローバル経済推進委員会に副委員長として出向されており、近

畿地区大会白浜田辺大会のＧＴＳ報告ブースでご活躍する姿

を見ることが出来ました。また「たからいち」では兵庫ブロック

協議会のＪＣ運動発進委員会がブースを出展しており、出向さ

れている大将委員長、中島委員長がご活躍している姿も見られ

ました。

サマーコンファレンス（横浜）
7月19日（土）～20日（日）

於:横浜赤レンガ倉庫 他

　横浜の地にて開催されましたサマーコンファレンス2014に

二方理事長をはじめ18名のメンバーで参加しました。豊岡ＪＣ

から水口理事が出向されていますセミナーショーケースの中

のＶＭＶセミナーを二方理事長をはじめとする多くのメン

バーが参加し活躍されている姿を拝見しました。また吉尾理事

が出向されている拡大委員会の拡大セミナーも多くのメン

バーが参加しこれからの拡大について大変勉強になりました。

　今回のサマコンにおいてメンバーにとって多くの気付きや

学びを得られたと思います。今後のＪＣ活動へ活かしていただ

ければ幸いです。

（会員交流委員長　尾嶋　伸介）

（会員交流委員会委員　岡本　重義）

7 月第 1例会・臨時総会
7月11日（金)18:30～21:30 総務委員会

於:但馬空港ターミナルビル多目的ホール

　7月第1例会を但馬空港ターミナルビル多目的ホールにて開

催した。講師には、豊岡市立出土品文化財管理センター所長の

潮崎誠氏をお招きし、「出土品からたどる人と物の交流」とい

うテーマの下でご講演頂きました。高松塚古墳の発掘に夢燃

ゆらせてこの世界にご興味を持たれた講師のお話は、非常に

熱の入った講演であり豊岡地域の出土品からこの地域が他の

地域と交流してきた歴史や、それぞれの行動原理の中に隠さ

れた経済性や文化的背景をお話しいただき、豊岡の地域的特

性や経済・文化のつながりを学べる貴重な機会となった。また

本例会終了後に臨時総会が開かれ、細川太郎議長のもと「第49

回ブロック大会開催地立候補」に関する件が議案審議され、活

発なる質疑応答ののち可決承認されました。細川議長にはス

ムーズな議事進行を、メンバーの皆様には多くのご意見を頂

きブロック大会開催に向けた意識の高さを示して頂けたこと

に感謝申し上げます。
（総務委員長　大将　伸介）
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■ 事 業 案 内 ■ ■編集後記■

（広報委員会）

■9月第1例会
   日　時　9月12日（金）18:30～21:30

   場　所　但馬空港ターミナルビル多目的ホール

 　講　演　「コミュニケーション」～協調性から社交性へ～

 　講　師　平　田　オリザ　氏

 　　　　 劇作家

■ブロック大会宝塚大会
   日　時　9月14日（日）

   場　所　宝塚ホテル 他

「盆」
　仏教行事が一般化したものが色々とありますが、中でも最も一
般化したものの一つとして、お盆が挙げられると思います。盆踊
り、盆灯篭から盆休みまで、正月と並べ、民間歳時習俗の両大関と
いわれる程に親しまれている年中行事です。テレビでは毎年、墓
参り風景と帰省ラッシュとを映し出しています。
　お盆は、正しくは「盂蘭盆（ウラボン）」といい、サンスクリット語

「ウランバナ」の音写で、逆さに吊り下げられるような非常な苦し
みという意味になります。
　「盂蘭盆経」というお経によると、お釈迦さまの弟子、目連尊者

（モクレンソンジャ）の母親が餓鬼道に落ちてそのような苦しみ
にあっているとき、お釈迦さまの教えに従って、七月十五日に多
くの高僧たちに供養し、母親を救ったところから始められたもの
であると説かれています。そこから仏さまや先祖のご恩に感謝
し、力強く生きることを自覚する行事となったそうです。まだま
だ、酷暑がつづくようです。くれぐれもご自愛ください。

安倍総理の講演
7月20日（日）

於：パシフィコ横浜 国立大ホール

浴衣の交換会
7月24日（木）

於：紀ノ川

（専務理事　小西　晴久）

第4回じゃがいもクラブコンペ
7月30日（水）

於:城崎カンツリークラブ

（指導力開発委員会　小中　弘幸）

（じゃがいもクラブ幹事　田岡　聖司）

　7月30日（水）城崎カンツリークラブにて第4回じゃがいもクラブ

コンペを開催致しました。ＯＢ14名、現役12名、計26名の参加者が

天気に恵まれ高い気温ではありましたが、気持ちの良い汗を流し

プレーすることが出来ました。

　優勝はじゃがいもクラブコンペ2回目参加の岡本重義君でした。

優　勝　岡　本　重　義　　君　（Ｇ85，Ｈ36，Ｎ49）

準優勝　田　中　進　一　ＯＢ　（Ｇ99，Ｈ36，Ｎ63）

第３位　佐　藤　直　彦　ＯＢ　（Ｇ73，Ｈ8 ，Ｎ65）

　7月24日（木）紀ノ川に

て、佐藤直前理事長を含

む昨年度卒業された角谷

隆政ＯＢ、為則泉ＯＢを

お招きし、ＪＣ浴衣の交

換会が行われました。

　新会員メンバーはＯＢ

の方々から熱い思いと汗が染み込んだ豊岡ＪＣの浴衣を

譲り受けました。

　佐藤直前理事長の乾杯で宴会が始まり、ＯＢ諸兄と新

会員との交流を深めることができ大変盛り上がりまし

た。最後に荒木指導力開発委員長よりお礼の言葉が述べ

られました。

　先般、会員会議所会議

を訪問された鈴木和也日

本ＪＣ会頭が、アカデ

ミー出向者を対象として

抽選会を実施され、私は

幸運にも金名刺を引き当

てることができました。

そして今回、兵庫県代表としてサマコンのメインフォー

ラムの最前列席で安倍総理の講演を聴く機会に恵まれま

した。総理を取り巻く数多くのＳＰに驚くとともに、間近

で見るこの国のリーダーの姿に感動を覚えました。

　このような機会を与えてくれたＪＣに感謝です。
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